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キーワードは…“つながる” 
                                校長  水戸  巌 

４月１９日の明和会集会で、今年度の目指す姿が示
されました。それは、「互いに意見交換ができ、協力で
きる学校」「みんなが楽しく、交流が多い学校」です。

これを受け、キーワードとして、“つながる”が示され、
５つのスローガンが提案されました。以下の５つです。 

 

① 西中道 ～共存 共栄 共力～ 
② 西中道 架（かける）～紡ぐ心と交わす声～ 
③ 西中道 一心駅伝～繋ぐ個性のタスキ～ 
④ 西中道 ～完成を１人１人のピースで～ 
⑤ 西中道 星座～つながり輝く西中星～ 
 
いずれも素敵な表現ですね。生徒たちの発想力にいつも感心しています。どれに決まるか

楽しみです。 
 
 

■校時表を見直しました■ 
昨年度の学校運営評価を受け、校時表を見直し改善を図りました。以下のとおりです。 

                         
＜主な改善点と理由＞ 

 
★通常時程と朝会時程がありましたが、 
朝会時程をなくし、１週間同じリズ 
ムで生活できるようにしました。 

 
★全校朝会や明和会朝会を午後に実施 
する（「集会」化）。フッ化物洗口の 

時間を変更する。朝のドタバタ感を 
なくし、教職員も朝の生徒の様子を 
見とれるようにしました。 

 
★朝学活と１限との間を 10分間にす 
る。生徒の着替え、トイレ、移動な 

どの時間を確保できるようにしました。 
 これらにより、生徒・教職員の動きが少しでもスムーズになればと思います。 
 



 西中が抱えている課題に、部活動があり、これまでも以下のアナウンスをしてまいりまし
た。 
 

１．部活動をめぐる現状について 

見附市内の中学校では、生徒数が、この１０年間で約２４０人、２０年では約５９０人減

少しています。市全体で約２校分相当の生徒数が減少していることになります。それに伴い、

部活動の指導を担う教員定数も大きく減っており、部活動の維持が困難な現状があります。 

 これに対し、廃部になった部活動は、西中では過去１０年間ではゼロ、過去２０年間で１

つです。部活動の顧問配置について、すでに県や市の“ガイドライン”が守られていない状

況で、その存続や安全管理上、大きな課題を抱えています。 

 そこで、前任の校長が以下の「部活動の休部・廃部の規程」を設けました。 

部活動休部・廃部規程（※令和２年４月新設） 

〇団体部活動［野球、卓球男女、バスケット男女、ソフトテニス男女、バレーボール、サッカー］  

団体部活は、公式大会(中越大会･新人戦)において２年連続で合同チームとして参加した場合は、

３年目の４月に募集停止とし、２年３年が引退した時点で活動終了とする。 

  卓球部は、男女の統合も認める。 

〇個人部活動［陸上競技部、吹奏楽部、文化部、科学工作部］ 

部員数が４人に満たない年が２年連続であった場合は、３年目の４月に募集停止とし、２年３年が

引退した時点で活動終了とする。文化部と科学工作部は統合も認める。 

 しかしながら、この規程で行くと、現状では、当面は部活動数の削減を見込めないと思わ
れます。 
 
２．保護者の皆様にご理解・ご協力いただきたいこと  

 ◎コミュニティスクール・学校運営協議会とも相談し、対応策を検討していきます。 

  （一昨年度から、協議を進めています。妙案がないのが現状ですが、廃部規程の見直し、

思い切った部活動の削減、特設部の大会参加のあり方の見直し（出場制限）も含め、

様々な視点から意見をいただいています。地域スポーツクラブ等の中体連大会参加、

部活動の地域移行の動向を見据えながら、引き続き、協議を進めてまいります。） 

 ◎日々の部活動で顧問がつけない等の場合、活動制限（例えば、より安全性の高いメニュ

ーにする、部活動を休みにする など）を設けます。 

◎大会や練習試合等の際、安全管理面で協力をいただくなど、保護者（会）からのバック

アップ体制をお願いします。 

 

 何卒、ご理解いただきますよう、よろしくお願いいたし

ます。 

 
 
 
 

 
 
 
子どもたちの活動の様子をホームページ(西中ブログ)でお知らせしています。ご覧ください。 

 ●ご理解をお願いいたします　～　部活動について

４月２８日の授業参観やＰＴＡ総会にいずれも
１００名以上の参加をいただくことができました。
ありがとうございます。今後とも西中の活動への応
援、支援をお願いいたします。 

 


